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本日の説明内容

Ⅰ はじめに

Ⅱ 数学科の改訂のポイント

Ⅲ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた

数学科の授業改善について

Ⅳ 数学科の特質に応じたICT活用について
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移行措置について

・教科書等の対応を要しないものは、平成30年度から

新学習指導要領による。

・指導する学年の変更などにより指導内容の欠落が生

じることのないよう特例を定める。

-「自然数を素数の積として表すこと」「累積度数」

「四分位範囲や箱ひげ図」（2019年度第１学年用冊子）

「多数の観察や多数回の試行によって得られる確率」

（2020年度第１学年用冊子）
移行期間中、補助教材配布
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Ⅱ 数学科の改訂のポイント
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数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、
数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1)数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理
解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学
的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

(2)数学を活用して事象を論理的に考察する力、数量や図形などの
性質を見いだし統合的・発展的に考察する力、数学的な表現を
用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

(3)数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学
を生活や学習に生かそうとする態度、問題解決の過程を振り返
って評価・改善しようとする態度を養う。

数学科の目標（中学校学習指導要領解説 数学編P20）

柱書
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